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Abstract
In order to find the best style of web teaching materials for nursing students, we conducted a field trial of the web
teaching materials with moving pictures that are meant for teaching skills of checking blood pressure. Also, we
conducted a survey for obtaining students' attitude toward e-learning materials of nursing art. As a result, we found
that web teaching materials have not yet been popular among the students, but have been favorably accepted by the
students who had used the materials. We also found some hints for improving our teaching materials (such as using
bigger size of moving pictures), and the types of contents desired by students.
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要　旨
看護学科の学生を対象としたウェブ教材のあるべき姿を明らかにするために，血圧測定を題材にした動画
入りウェブ教材の実証実験を行い，さらに看護技術のeラーニング教材に対する希望調査アンケートを行った。
その結果，ウェブ教材はまだ学生に浸透していないが，使った学生からは好意的に受け止められていること
が分かった。また，画面の大きさなど，技術的な面で工夫しなければならない項目や，学生が必要とする教
材の内容などが明らかになった。
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1．緒　言
近年，パソコンの性能向上とソフトウエア
の進歩およびコンピュータ・ネットワークの
広帯域化により，動画ストリーミング
　　1
が比較
的容易に行えるようになった。また，ストリ
ーミングを利用したウェブ教材
　　2
もさまざまな
場面で使われるようになってきている。
1） 2）
更
に最近では高度なLearning Management System
（LMS）
3
を備えたeラーニングソフト
　　3）
が開発さ
れ，高等教育機関ではeラーニングで単位を
与えるケースも見られるようになった。
N大学においても，2002年度から看護技術
の自己学習を目的とした動画ストリーミング
教材の作成を開始し，学生に対する公開を行
っている。N大学における看護技術の演習で
は，従来教員によるデモンストレーションを
実施し，その後で学生が２人１組で看護者役
と患者役を交互に実施する方法と，一人の教
員が10人ほどの学生を受け持ち，授業中に実
施した技術の指導をもう一度行うという方法
を取ってきた。しかし，看護技術の内容は細
かく，個々の学生にきめ細かく指導していく
には限界がある。特に学生が自己学習しよう
とする場合，技術があいまいなまま行うと，
正しい技術が習得できず，かえって逆効果に
なってしまうこともある。そこで，技術の詳
細な場面が動画化されている教材を作成する
ことを検討した。しかし，従来のビデオテー
プによる教材では，視聴できる場所が限られ，
同時に大勢の学生が利用するためには多数の
テープを用意しなければならない。これに対
し動画ストリーミングを用いたウェブ教材を
学内LANに公開する方法ならば，大勢の学生
が自由な場所で使用できるためこの方法を採
用することにした。
また，Ｎ大学では同じ年度にＦ社のeラー
ニングシステムを導入し，英語の検定や簿記
試験の対策など，様々なコンテンツを配信し
ている。しかし，動画ストリーミング教材を
eラーニングシステムに組み込んだ形の教材
は未だに製作していない。それは，学生が看
護技術のeラーニング教材としてどのような
形態を望んでいるのかが分からないためであ
る。
そこで，筆者らは，この動画ストリーミン
グをウェブページに埋め込んだ形の教材を学
生に使用してもらい評価を受ける実証実験　
　　4）5）
と，学生がどのような形態のeラーニング教
材を望んでいるか調べるアンケート調査を行
った。実証実験は，2002年６月の「血圧測定」
教材の実験
　　4）
と，平成2002年11月の「臥床して
いる患者のシーツ交換」教材の実験
　5）
の２度行
った。このうち「臥床している患者のシーツ
交換」教材の実証実験については，参考文献
５）で報告したので，本論文では，「血圧測
定」教材の実証実験についてと，eラーニン
グ教材についてのアンケート調査の結果を報
告する。
2．背景となる学内情報インフラ
N大学では，2000年度，2001年度の入学生
に，Windows CEを搭載するキーボード付きの
携帯情報端末を配布し，さらに2002年度の入
学生からは，Windows XPを搭載するノートパ
ソコンを配布している。これらの機器を学生
が使いこなすために，１年次に履修する情報
処理演習では，配布した携帯情報端末やノー
トパソコンを使用して演習を行い，ワープロ
の使い方などの情報リテラシ教育から，IPア
ドレス設定などのネットワークへの接続の仕
方までを教えている。
また，同大学では2002年度に無線LANの設
備を導入し，一般教室や，看護学実習室，学
生ホールなどでも各自のノートパソコンを学
内LANに接続できる環境が整った。このため，
2002年度の入学生については，看護学実習室
１　動画ストリーミングとは，ネットワーク上で動画を受信しながら同時に再生を行う動画配信の方式をいう。
２　ウェブ教材とは，ウェブページ（ホームページ）として配信される教材のことをいう。
３　Learning Management System（LMS）とは，eラーニングシステムの中で学習者の学習状況を把握し，提示す
る教材を適切に選ぶなどの処理を行うソフトウェアの部品をいう。
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において動画教材を見ながら実習機材を使っ
て自己学習することができるようになった。
それ以前に入学した学生は，コンピュータ演
習室でこれらの教材を使うことができる。
３ . 動画教材コンテンツの製作と評価
この章では，2002年６月に行った，「血圧
測定」教材での実証実験の結果を報告する。
３.１. 動画教材コンテンツ
本研究のために製作した教材は，看護学科
の学生が１年次後期から２年次前期にかけて
履修する「看護技術II」の「バイタルサイン
の測定」に関するものである。「バイタルサ
インの測定」の演習項目には，「呼吸の測定」，
「脈拍と心拍の測定」と「血圧の測定」があ
るが，「呼吸の測定」，「脈拍と心拍の測定」
については，特に動画を必要とせず，静止画
で十分であるため，動画を使用したのは「血
圧の測定」の教材だけである。教材の製作は
2002年４月から６月にかけて行った。
製作した動画は，
①　送気球とマンシェットの空気漏れ有無の
確認（13秒）
②　マンシェットの巻き方（15秒）
③　加圧と減圧の速さ（43秒）
④　触診法（１分９秒）
⑤　聴診法（１分37秒）
である。
これらの撮影と出演はすべて看護技術が専
門の教員が行い，撮影に使用したのは，家庭
用のディジタルビデオカメラ（SONY DCR-
PC10）である。それぞれの再生時間は比較的
短いものであるが，学生が理解しやすい教材
を作ることを心がけた。③，④，⑤では，実
際に血圧を測定している様子が撮影されてい
るが，それぞれ３つの場面をつなぎ合わせて
いる。例えば，③の「加圧と減圧の速さ」の
場合，特に水銀が落ちていくときのスピード
は重要である。そのため，始めの加圧の部分
では，水銀柱の全体が見えるように撮影を行
い，減圧が始まった時点で，水銀柱の上部の
拡大撮影に切り替わり，秒を刻む音を聞きな
がら水銀が目盛の間を落ちていくスピードが
はっきりと分かるようにした。さらに，水銀
の頭が画面より下に落ちる直前に水銀柱の下
部の拡大撮影に切り替えた。音声は，上記の
秒を刻む音のような特に必要と思われる部分
以外には入れず，ミュートとしておいた。
③の「加圧と減圧の速さ」のページを図１
に示す。
動画ストリーミングのシステムには，
Windows Media，RealSystem，QuickTimeの３
つがある。
　6）
それぞれに異なった特徴があり選
択は難しいが，プレーヤーとエンコーダがす
べて無料で，コマンドラインで利用できるエ
ンコーダがあることなどを考慮して，今回は
Windows Mediaを使用した。
ディジタルビデオカメラで撮影した動画
は，Microsoft Producerにより若干の編集と
Windows Mediaコンテンツへの変換を行った。
メディアのプロパティは次のとおりである。
� 幅×高さ：320 pixels × 240 pixels
� ビットレート：277Kbps
� オーディオcodec：Windows Media Audio
V8, 48 Kbps, 44 kHz, stereo
� ビデオcodec：Windows Media Video V8
今回の動画の配信には特にWindows Media
サーバの機能は必要ないため，配信には一般
のウェブサーバを使用した。動画の配信を行
ったサーバの仕様は次のとおりである。
� サーバ機種：IBM xSeries200 8479-31X
� CPU：Celeron 1GHz
� メモリ：128MB
� HDD：20.4GB
� コントローラ：IDE
� OS：Turbolinux 7 Server
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図１　「加圧と減圧の速さ」のページ
３.２. 学生の使用と評価
「看護技術II」の中で「血圧測定」の演習
は連続した週で２回あり，２回目の演習の２
週間後に実技試験があった。本調査では，こ
の期間を次の２つに分けた。
� 第１期：「血圧測定」の１回目の演習か
ら２回目の演習の前までの１週間
� 第２期：２回目の演習からその２週間後
の実技試験の前までの２週間
第１期に含まれる１回目の演習では，留意
点などが細かく記されている演習要項を学生
に渡すとともに教員が技術のデモンストレー
ションを行い，２回目の演習までに練習を行
ってくるように指示した。この段階では，学
生に対して動画ストリーミングを使ったウェ
ブ教材の公開を行っていない。
第２期に含まれる２回目の授業の中で動画
ストリーミングを使ったウェブ教材について
の説明を行った，その後第２期の期間中は，
受講生81人が自由にこの教材を使えるように
した。当時２年生であった受講生には動画ス
トリーミングを視聴できるノートパソコンが
配布されていなかったため，学生はコンピュ
ータ演習室でこの教材を視聴した。学生には
各自にユーザIDとパスワードを与え，教材デ
ータに対する学生のアクセス状況を把握でき
るようにしておいた。
第２期の後で，学生に対して無記名のアン
ケート調査を行った。その際，率直な感想や
意見を得られるように，アンケートは演習の
成績とは関係が無いことを説明した。「看護
技術II」の受講生81人中80人からアンケート
の回答が得られ，回収率は99％であった。以
下に，アンケート調査の結果を示す。
３.２.１. 血圧測定の演習について
「演習のデモンストレーションは全体的に
わかりやすかったですか」という問いに対す
る回答のグラフを図２に示す。これは第１期，
第２期の区別にかかわりなく，授業中のデモ
ンストレーションの分かりやすさを尋ねたも
のである。調査結果の中に表示されている
「n」はサンプル数を意味している。
「わかりにくい」や「とてもわかりにくい」
と回答した学生はおらず，「とてもわかりや
すい」と「わかりやすい」が合わせて約75％
に達しているため，デモンストレーションに
対する評価は非常に高いといえる。
３.２.２. 自己練習と動画教材視聴の時間
第１期と第２期のそれぞれの期間について
「あなたはどのくらい自己練習をしましたか」
と尋ねた結果と，第２期について「ストリー
ミングビデオをどのくらい視聴しましたか」
と尋ねた結果を表１に示す。回答は「のべ日
数」と「時間」の２通りで得られており，表
には，それぞれの平均値を記した。表中の
「σ」は標準偏差を意味する。
第２期は第１期の２倍の長さがあるが，自
己練習量はそれ以上に伸びている。これには，
実技試験が近くなったことも影響していると
考えられる。また，第２期のストリーミング
36
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演習のデモンストレーションは全体的にわかりやすかったですか 
13%
61%
26%
0%
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とてもわかりやすい 
わかりやすい 
ふつう 
わかりにくい 
とてもわかりにくい 
図２　血圧測定演習のわかりやすさ 
（n=76） 
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ビデオの平均視聴時間は1.4時間であるが，標
準偏差が3.3と大きく，視聴時間のばらつきが
大きいという結果になっている。ただし，こ
の大きな標準偏差の原因は，30時間と回答し
た学生が一人いたためで，このデータを無効
とした場合には時間平均が1.0時間（n=78）に，
標準偏差は0.7となり，それほどのばらつきは
無いという結果になる。
３.２.３. 練習の手がかり
「この期間，あなたは主に何を手がかりに
練習をしましたか。最も活用したものひとつ
に○をつけてください」という問いに対する
回答のグラフを図３に示す。この質問は，ア
ンケート票の第１期に関するセクションと第
２期に関するセクションの両方で，ほぼ同様
に尋ねられているが，第２期の質問には第1
期のものには無い「ストリーミングビデオ」
の選択肢が加えられている。この図では，そ
れぞれの期間のデータで人数の合計がアンケ
ート回収数（n=80）よりも多くなっているが，
これは，ひとつに○をつけるように，という
指示に従わず，複数の選択肢に○をつけた回
答が有ったためである。
この図を見ると，演習時に配った演習要項
が手がかりとして多く使われていることが分
かる。第１期と第２期の合計として次に多い
のは，「前回の演習の記憶」であるが，記憶
だけを手がかりに練習をすると，悪い意味で
自己流の技術を習得してしまう可能性がある
と危惧している。残念ながら，「ストリーミ
ングビデオ」を最も活用したと答えた学生は
17人であり，「友人・先輩からの情報」と答
えた学生の数と同じであった。これにより，
ウェブによる教材がまだ学生に浸透していな
いことが伺える。
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表１　自己練習量と動画視聴量 
 
 第１期 第２期 
 のべ日数平均 1.3日間（n=72，σ=1.4） 3.9日間（n=79，σ=1.7） 
 時間数平均　 1.5時間（n=74，σ=1.5） 6.2時間（n=79，σ=2.8） 
 のべ日数平均  1.5日間（n=78，σ=0.6） 
 時間数平均　  1.4時間（n=79，σ=3.3） 
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３.２.４. 技術の自己評価
「この時点（１回目の演習から２回目の演
習の間），自分の技術の自己評価をしてくだ
さい」という問いに対する回答のグラフを図
４に示す。この質問は「血圧測定」に関する，
「血圧計の構造」，「器具の点検（血圧計）」，
「器具の点検（聴診器）」，「患者さんの準備」，
「マンシェットの巻き方」，「上腕動脈の走行」，
「橈骨動脈の触診」，「送気球の加圧の仕方」，
「排気弁の操作」，「水銀柱を下げる速度」，
「水銀柱の読み方」，「肘窩部の上腕動脈の触
診」，「聴診法での血管音の聴取」，「後片づけ」
の14の質問に分かれており，それぞれ「よく
理解できた」，「ある程度理解できた」，「どち
らともいえない」，「あまり理解できなかっ
た」，「まったく理解できなかった」の５段階
評価となっている。図では，左側が第１期の
グラフ，右側が第２期のグラフである。
この図を見ると，第１期において「マンシ
ェットの巻き方」や「水銀柱を下げる速度」
などの精度を要求される技術に対して学生は
自信を持てないでいることが伺える。これら
の項目を含め，「上腕動脈の走行」以外の全
ての項目で第２期の方が「よくできた」と答
えた割合が増えている。しかしこれは，第１
期の練習の上に第２期の練習が積み重なって
いるのであるから当然といえる。
３.２.５. ストリーミングビデオとホームペー
ジについて
第２期に学生が視聴した動画ストリーミン
グ入りウェブ教材について，６つの質問をし
て学生の評価を受けた。
説明文の分かりやすさ
「説明文はわかりやすかったですか」とい
う問に対する回答のグラフを図５に示す。
「わかりにくい」や「とてもわかりにくい」
と回答した学生はおらず，「とてもわかりや
すい」，「わかりやすい」と回答した学生が
38
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自己評価（第１期） 
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図４　技術の自己評価 
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85％以上おり，教材の説明文は分かりやすか
ったものといえる。
手順ごとのビデオの長さ
「手順ごとのビデオの長さはどうでしたか」
という問いに対する回答のグラフを図６に示
す。80％以上の学生が「ちょうどいい」と答
えていることから，今回使った動画のような
１分から１分半程度の長さが適切であるとい
える。eラーニング教材によっては，講義者
を長く映し続けているものもあるものの，看
護技術の教材の場合，動画そのものが学習の
対象となっているため，それを集中して見る
必要がある。このため，今回作成した動画の
ように比較的短いものが好まれるものと考え
られる。
ビデオの鮮明度
「ビデオの鮮明度はどうでしたか」という
問いに対する回答のグラフを図７に示す。
「とても鮮明」と「まあ鮮明」を合わせて約
70％であるが，「あまり鮮明でない」と答え
た学生も８％いる。ビデオの鮮明度について
はまだ改善の余地がある。
画像の大きさ
「画像の大きさは適当でしたか」という問
いに対する回答のグラフを図８に示す。「や
や小さい」または「小さすぎる」と答えた学
生が60％以上を占めた。今回使用したのは幅
320pixels×高さ240pixelsというウェブ教材と
しては標準的な大きさである。しかし，学生
が使用したパソコンの画面では9cm×6.5cm程
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説明文はわかりやすかったですか（n=80） 
とてもわかりやすい 
わかりやすい 
ふつう 
わかりにくい 
とてもわかりにくい 
図５　教材の説明文の分かりやすさ 
30%
56%
14%
0%
0%
0%
1%
81%
18%
0%
長すぎる 
やや長い 
ちょうどよい 
やや短い 
短すぎる 
手順ごとのビデオの長さはどうでしたか（n=80） 
図６　教材の中にある手順ごとのビデオの長さ 
度の画像になってしまい，小さすぎると感じ
たようである。実際にパソコン画面上の動画
を見ながらベッドメーキングなどの練習を行
う場面を想定すると，現在の画像は小さすぎ
ることは確かである。画像の大きさと，画質，
およびビットレートのトレードオフについて
は，引き続き検討の余地がある。
ストリーミングビデオの効果
「ストリーミングビデオは技術の習得に役
立ちましたか」という質問に対する回答のグ
ラフを図９に示す。87％の学生が「とても役
立った」または「ある程度役立った」と回答
しており，ある程度学習効果があったものと
考えられる。３.２.６章の感想と意見の中に
も，「特に水銀柱を下げる速度を覚えること
ができたのが良かった」という意見があり，
動画でなければ得られない学習効果が本教材
から得られていることがわかる。
教材ホームページについて
「ホームページはどうでしたか」という問
いに対する回答のグラフを図10に示す。上記
「説明文の分かりやすさ」に比べ，「とてもわ
かりやすかった」と答えた学生の数が半分に
なっている。ホームページの作り方には改善
の余地がある。
３.２.６. 感想と意見
感想や意見がある場合には書くように指示
したが，回答数が少なく，内容もそれぞれ異
なっているので，全ての回答を以下に示す。
ストリーミングビデオについては概ね好意的
な意見が書かれている。
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画像の大きさは適当でしたか（n=80） 
0%
39%
55%
6%
大きすぎる 
やや大きい 
ちょうどよい 
やや小さい 
小さすぎる 
図８　教材の中にあるビデオ画像の大きさ 
とても鮮明 
まあ鮮明 
どちらともいえない 
あまり鮮明でない 
とても不鮮明 
5%
64%
23%
8%
0%
図７　教材の中にあるビデオの鮮明度 
ビデオの鮮明度はどうでしたか（n=80） 
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� ストリーミングビデオが分かりやすく，
授業以外にも更に勉強できて良かったで
す。
� ストリーミングビデオは，非常に役に立
ちました。
� ストリーミングビデオは市販の教材のも
のかと思っていたが身近な知ってる先生
が登場していたので安心して見ることが
できた。良かったです。和んだ。親近感
がわいた。
� ストリーミングビデオは大きな画面で見
たいです。
� ビデオが注意ポイント等の確認になりま
した。
� ビデオの説明の途中にあった問題の解答
もあればよかったと思う。
� ビデオの中の「！」マークや「？」マー　
クが要点になっていて，ポイントをつか
みながら見ることができました。
� ビデオも分かりやすかったですが，演習
の時に先生が教えてくださったことがと
ても分かりやすく，自己練習する上でも
とても役に立ちました。
� 音が出るといいなと思った。もっと近く
でやってほしいと思うところもあった。
� 減圧の速さがよく分かった。
� 少しは，役に立ったと思います。でも，
事前に見ておくためのものとして，もっ
と早く流してほしかったです。
� 特に水銀柱下げる速度を覚えることがで
きたのが良かった。
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ストリーミングビデオは技術の習得に役立ちましたか（n=80） 
図９　ストリーミングビデオの効果 
とても役立った 
ある程度役立った 
どちらともいえない 
あまり役立たなかった 
まったく役立たなかった 
36%
51%
9%
4%
0%
ホームページはどうでしたか（n=80） 
図10　教材ホームページの評価 
とてもわかりやすかった 
わかりやすかった 
ふつう 
わかりにくい 
とてもわかりにくい 
15%
57%
25%
3%
0%
４．看護技術のeラーニング教材に対す
る希望調査
この章では，2004年11月に行った，看護技
術のeラーニング教材に対する希望調査アン
ケートの結果を報告する。
４.１. 調査の概要
これまでホームページにストリーミング動
画を含める形で，看護技術のウェブ教材を製
作してきたが，この教材は未だeラーニング
システムに組み込まれていないため，学内で
しか使用できない。また，システムが学習者
の進捗を把握して適切な教材を提示するなど
の機能が無いという問題があった。そこで，
今後この教材をeラーニング化するに当たり，
どのような内容にするべきか判断するため，
学生に対するアンケート調査を行った。
調査の概要は以下のとおりである。
� アンケート依頼対象：N大学看護学科学
生全員（アンケート実施時347名）
� アンケート実施期間：2004年11月19日
（金）～12月3日（金）
� アンケート実施方法：授業時にアンケー
ト用紙を配布，大学教務課に置いた回収
箱に提出してもらう（時間がある時には
授業中に回収する場合もあった）。
４.２. 調査結果
N大学看護学科生347名にアンケートを依頼
し，その内213名から回答が得られ，アンケ
ート回収率は61％であった。このアンケート
調査の結果を，以下に述べる。
４.２.１. 動画教材の使用経験
「これまでに看護技術の動画教材（血圧測
定またはシーツ交換）を使用したことが有り
ますか？」という問いに対する回答のグラフ
を図 11に示す。この図を見ると，動画教材を
使用したことが無い学生が47％いるが，この
値には未だ看護技術IIを履修していない１年
次の学生も含まれている。
４.２.２. 動画教材を使用して良かった点・
良くなかった点
上記4.2.1章の質問に対して「使用したこと
が有る」と回答した学生に，使用した動画教
材で良かった点及び良くなかった点を尋ね
た。以下はその記述回答である。
使用した動画教材で良かった点
� 動画を見ると一連の流れや手技が理解し
やすい（同様意見32件）
� 良い確認になった（同様意見10件）
� 何度でも繰り返し見ることができる（同
様意見７件）
� 好きなときに見たいところだけを見るこ
とができる（同様意見３件）
� その他（４件）
使用した動画教材で良くなかった点
� 音声が有った方が良い・音が聞き取りづ
らい（同様意見15件）
� 画面が小さく細かいところが見えない
（同様意見８件）
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これまでに看護技術の動画教材（血圧測定またはシーツ交換） 
を使用したことが有りますか？（n=212） 
使用したことが有る 
使用したことが無い 53%
47%
図11　看護技術の動画教材の使用経験 
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� 動画の動きが悪い（同様意見６件）
� 画質が悪い（同様意見５件）
� 分かりづらいところをアップにして欲し
い（同様意見４件）
� 見えないところが有った（同様意見４件）
� 学校でしか見ることができない（同様意
見２件）
� もっと詳しい解説が欲しい（同様意見２
件）
� その他（７件）
４.２.３. 動画教材を使用したことがない理由
上記4.2.1章の質問に対して「使用したこと
が無い」と回答した学生にその理由を尋ねた。
以下はその記述回答である。
� 動画教材を知らなかった（同様意見50件）
� パソコンを開くことや教材のある場所を
探すのが面倒だった（同様意見６件）
� 使う機会が無かった・機会を逃した（同
様意見４件）
� パソコン操作が苦手・パソコンを余り使
用しない（同様意見４件）
� 動画教材を使用しなくても大丈夫だった
（同様意見３件）
� その他（３件）
４.２.４. パソコンの操作に不安は無いか
eラーニングでは，パソコンでホームペー
ジを閲覧するためのソフト（Internet Explorer
やNetscape Navigatorなど）を使って学習を行
うため，パソコン操作が苦手な学生にとって
はeラーニングでの学習が苦痛である可能性
がある。そこで，「パソコン操作やeラーニン
グに対するあなたの立場は以下のどれに当て
はましますか？」という質問をした。選択肢
は次の４つである。
a. パソコンの操作は苦手なので，eラーニン
グ教材は作らないで欲しい
b. パソコン操作に自信が無いので，eラーニ
ングは使いたい人だけ使うようにして欲
しい
c. パソコンの操作に不安は無いので，eラー
ニング教材があれば使う
d. 上記のどれにも当てはまらない
この質問に対する回答のグラフを図12に示
す。６％の学生が「eラーニング教材は作ら
ないで欲しい」と答え，39％の学生が「eラ
ーニングは使いたい人だけ使うようにして欲
しい」と答えているように，パソコン操作に
不安があるので，できればeラーニングは使
いたくないと考える学生は多い。
４.２.５. eラーニング教材の目的について
「どのような目的で作られたeラーニング
教材なら積極的に使うと思いますか？」とい
う複数回答可の質問に対する回答のグラフを
図 13に示す。この図から，国家試験対策の教
材や，講義や演習課目の補助教材に対する要
望が強いことが分かる。また，これらに比べ
ると，eラーニングだけで単位が取れる教材
に対する要望は低いことが分かる。
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パソコン操作やeラーニングに対するあなたの立場は以下の 
どれに当てはまりますか？（n=212） 
6%
39%
45%
10% パソコンの操作は苦手な
ので、eラーニング教材
は作らないで欲しい  
パソコン操作に自信が無
いので、eラーニングは
使いたい人だけ使うよう
にして欲しい  
パソコンの操作に不安は
無いので、eラーニング
教材があれば使う  
上記のどれにも当てはま
らない 
図12　パソコン操作やeラーニングに対する立場 
４.２.６. 学習する場所
「eラーニング教材を使用して学習すると
したら，どこで行いたいですか？」という複
数回答可の質問に対する回答のグラフを図14
に示す。eラーニング教材を使用して学習し
たい場所の一位は学外である「自宅」となっ
ている。次いで「学生ホール」，「PCL教室 」，
「実習室」の順となる。「その他」を選択した
学生が記述した場所は，「講義室」８件，「図
書館」３件，「食堂」３件であった。
４.２.７. eラーニング教材のタイプ
N大学が所有するF社のeラーニングシステ
ムでは，次に挙げる3つのタイプの教材を使
用できる。
a. 学習者が自由に章と節を選んで学習でき
るタイプ
b. 一つの章の中では自由に節を選んで学習
できるが，章のテストで基準点をクリア
しないと次の章に進めないタイプ
c. それぞれの節ごとにテストがあり，基準
点をクリアしないと次の節に進めないタ
イプ
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選択 選択せず 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国家試験対策の教材 
講義や演習科目の補助教材 
eラーニングだけで単位が取れる教材 
その他 
どのような目的で作られたeラーニング教材なら積極的に使 
うと思いますか？（複数回答可）（n=213） 
図13　必要とするeラーニングコンテンツ 
選択 選択せず 
自宅 
学生ホール 
PCL教室 
実習室 
その他 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
eラーニング教材を使用して学習するとしたら、どこで行いた 
いですか？（複数回答可）（n=213） 
図14　eラーニングで学習する場所 
１　PCL教室は，N大学においてコンピュータ演習室を意味する
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そこで，学生がこれら３つのタイプのどれを
望むか尋ねた。その結果のグラフを図15に示
す。この図から，多くの学生が，緊張感が少
ない章と節を自由に選べるタイプを望んでい
ることが分かる。
４.２.８. 動画の編集方法
看護技術の動画教材を製作する場合，全体
の動作の流れを把握させるために一連の動作
を連続して撮影したものを提供する方法と，
動作の細かな部分を自由に選択し，繰り返し
視聴できるように，細切れにした動画を提供
する方法が考えられる。学生がこれら２つの
方法のどちらを望むか尋ねた。選択肢は以下
の３つである。
a．一つのテーマ（例えば聴診法での血圧
測定）について一連の（最初の声掛けか
ら，測定を終えての記録まで）動作を連
続して撮影した動画で１分以上かかるも
の
b．一つのテーマを細かな部分（チェスト
ピースを当てる位置の確認，チェストピー
スの当て方，加圧の仕方，減圧の仕方等）
に分けてそれぞれを独立した動画とするも
ので，それぞれ10秒から30秒程度のもの
c．上記の両方が必要
その結果のグラフを図16に示す。比較的長い
動画を望む意見が２割，比較的短い動画を望
む意見が３割であるが，半数の学生は，長い
動画と短い動画の両方を準備して欲しいと考
えていることが分かる。
４.２.９. eラーニング教材内の動画画面サイ
ズについて
動画はデータの量が多いので，eラーニン
グの教材では動画の画面をあまり大きくする
ことはできない。大きくても横9.5cm，縦7cm
程度である。これに対し，例えばCD-ROMで
動画を提供すると動画の画面をもっと大きく
できる。そこで，eラーニングで提供する動
画の画面サイズに対する意見を尋ねた。選択
肢は以下の３つである。
a．横9.5cm，縦7cm程度の画面サイズで良
い
b．CD-ROMなど他の手段を使って，もっ
と大きな画面サイズの動画を提供して欲
しい
c．上記のいずれでもない
その結果のグラフを図 17に示す。この図によ
ると，70％の学生が，eラーニング教材で標
準的な横9.5cm，縦7cm程度より大きな画面サ
イズの動画を望んでいることが分かる。
４.２.１０. 動画について望む技術
近年のコンピュータ技術の進歩により，動
画に様々な仕組みを組み込むことができるよ
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一つの教材は複数の章に分かれており、それぞれの章は複 
数の節に分かれているとします。次の教材タイプのどれが望 
ましいですか？（n=212） 
 
 
 
図15　求めるeラーニング教材タイプ 
61%21%
18%
0% 学習者が自由に章と節を選
んで学習できるタイプ  
一つの章の中では自由に節 
を選んで学習できるが、章
のテストで基準点をクリア
しないと次の章に進めない
タイプ  
それぞれの節ごとにテスト
があり、基準点をクリアし
ないと次の節に進めないタ
イプ  
その他 
うになった。そこで，学生がeラーニングの
中の動画にどのような技術を望むかを，複数
回答が可能な形式で尋ねた。選択肢は以下の
とおりである。
a．スローモーション再生ができる
b．一つの動作について複数の角度から写
した動画を見ることができる
c．動画の中で矢印やその他のマーカーを
使って重要な部分を強調する
d．音声でも説明が行われる
e．特に重要な部分では自動的に一定時間
動きを止めて詳しく説明する
f．動画の要所ごとにナレーションとしての
説明文が表示される
g．良く見たい所だけを再生できる
h．沢山ある動画の中から見たいものをキ
ーワードなどで検索して再生できるよう
にする
i．その他
その結果を図 18に示す。選択肢として挙げら
れた項目全てに，学生の半分からそれ以上の
賛同が得られているが，一番要望が多かった
のは，「音声でも説明が行われる」という技
術であった。4.2.9章の結論として大きな画面
で動画を視聴することを希望する学生が多い
ことと考え合わせると，学生はテレビ番組を
見るような動画を望んでいることが伺える。
４.２.１１. 看護技術のeラーニング教材につい
ての意見
最後に看護技術のeラーニング教材につい
ての意見を尋ねた。回答数が少なく，内容も
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一つのテーマ動作を連続
して撮影した動画で1分
以上かかるもの 
 
一つのテーマを細かな部
分に分けてそれぞれを独
立した動画とするもの
で、それぞれ10秒から
30秒程度のもの 
 
上記の両方が必要 
動画の長さや編集方法は以下のどれが望ましいですか？ 
（n=210） 
図16　望ましい動画の編集方法 
20%
30%
50%
eラーニングで提供する動画の画面サイズに対する意見をお 
聞かせ下さい。（n=210） 
図17　望ましい動画画面サイズ 
横9.5cm、縦7cm程度
の画面サイズで良い 
CD-ROMなど他の手
段を使って、もっと
大きな画面サイズの
動画を提供して欲し
い 
上記のいずれでもな
い 
29%
70%
1%
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それぞれ異なっているので，全ての回答を以
下に記す。
� eラーニング教材がなんなのかよくわか
りません。
� あればあったで良いと思うが，課題にな
ってしまうと時間がへりそうで心配です。
� 良いと思います。
� 学校以外の所でも勉強できるようにして
もらいたい。
� 技術の復習は要項だけだと十分にできな
かったのでどんどん動画で見れるように
して欲しいです。
� それぞれの節にテストがあって良いが，
基準点をクリアしないと次の節に行けな
いようにはしないで欲しい。
� 動画の編集方法の質問はイメージしづら
い
� 使用する際分かりやすく説明もお願いし
ます。
� たくさんの演習項目に対するeラーニン
グ教材があるといいと思います。
� 分かりやすく作ってほしいです。
� 私も使ってみたかったので卒業してしま
うのが残念です。
５．考察とまとめ
2002年６月に行った，「看護技術II」におけ
る「血圧測定」教材の評価と，2004年11月に
行った看護技術のeラーニング教材に対する
希望調査の結果から，次のことが導き出され
る。
１．ウェブ教材はまだ学生に浸透しておらず，
パソコン操作に不安があるため出来れば
eラーニングは使いたくないと考える学
生は多い。しかし，看護技術の自己学習
の様に正しい技術を習得しなければなら
ない場面では，動画を視聴すると一連の
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その他 
特に重要な部分では自動的に一定時間動き 
を止めて詳しく説明する 
沢山ある動画の中から見たいものをキー 
ワードなどで検索して再生できるようにする 
動画の要所ごとにナレーションとしての説明 
文が表示される 
 
スローモーション再生ができる 
動画の中で矢印やその他のマーカーを使っ 
て重要な部分を強調する 
一つの動作について複数の角度から写した 
動画を見ることができる 
音声でも説明が行われる 
良く見たい所だけを再生できる 
eラーニングで提供する動画の画面サイズに対する意見をお 
聞かせ下さい。（n=210）  
0% 20% 40% 60% 80% 100%
選択 選択せず 
図18　動画について望む技術 
流れや手技が理解しやすいため，実際に
使った学生からは好意的な意見が出され
ている。
２．eラーニングやその他のウェブ教材の内
容としては，国家試験対策や，講義・演
習課目の補助教材が望まれている。また，
教材は学外からも視聴できることが望ま
しい。
３．動画には音声があることが望ましく，音
声による説明が入るとなお良い。
４．動画の画面サイズでは，eラーニングで
通常使われている幅320pixels×高さ
240pixelsよりも大きなものが望まれてい
る。
５．動画の長さは１分から１分半程度の長さ
が適切である一方で，一連の流れが分か
る長さのものも必要とされている。
６．eラーニングの教材タイプとしては，テ
ストにより進捗がコントロールされるも
のより，自由に章と節を選べるタイプが
望まれている。
本研究により，看護学科の学生に提供する
ための，eラーニングを始めとするウェブ教
材のあるべき姿が見えるようになった。今後
は，この成果を基に，学生にとって有意義な
ウェブ教材を開発していきたい。
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